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研究成果の概要（和文）：本研究では、慢性疼痛患者及び健常者を対象に、眼鏡型アイトラッキング装置を装着
し、タブレット端末を用いた質問紙への入力時の注視行動パターンについて測定する。健常者と比較し、慢性痛
患者の質問回答時の注視行動の変容について明らかにした。また、分析結果を元に、各質問への回答に必要な時
間の適切な指標(信頼区間)を作成し、簡易的に疼痛関連質問紙に対する回答の信頼度を評価する手法を確立し問
診システムへと応用した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we measured the pattern of gazing behavior of chronic pain 
patients and healthy subjects while wearing eyeglass-type eye tracking devices and inputting 
information into pain-related questionnaires using a tablet device. Compared with healthy subjects, 
we clarified the changes in gaze behavior when answering pain-related questionnaires from patients 
with chronic pain.As a results, we verified a confidence intervals of the time required to answer 
each question based on the analysis results. In addition, we proposed a simple method to evaluate 
the reliability of responses to a pain-related questionnaire and applied it to a medical interview 
system.

研究分野：医療情報工学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の主な成果として、慢性疼痛患者の評価に用いられている質問紙への回答の適切な回答時間間隔（信頼区
間）をアイトラッキングデータから算出し、医療者へ提示することを可能としたことである。本研究成果と、治
療介入結果やドロップアウトなどの転機を比較することで、慢性疼痛治療に対して有効な治療法のスムーズな導
入や、効率的な診察に繋がる評価指標・問診システムとなる可能性がある。また、特別なウェアラブル装置を用
いることなく、プログラムのアップデートで問診システムへ実装可能なため、将来的に多くの施設で実用可能で
ある。 

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
慢性疼痛患者の難治例では、身体的な問題だけでなく心理的・社会的な要因が複雑に関与しあ
って、病態の悪化や痛みの増悪につながっている。このような痛みの診療にあたっては、従来の
生物モデルに沿った診療から、病態を多面的に分析し治療につなげる生物心理社会モデルでの
診療が推奨され、諸外国では種々の職種が集まって診療をする集学的痛みセンターの有用性が
報告されている。日本における集学的痛みセンターの 1 つである愛知医科大学病院痛みセンタ
ーの診療では、質問紙調査、看護師による予診、各専門医の診察など多角的な視点から診察を行
い、多くの時間をかけて患者の訴えから病態の理解をはかり、そして症例検討カンファレンスで
各職種が一同に集まり議論し治療方針の検討を行っている。 
その中でも、質問紙は、患者にとって負担となるが、看護師の予診やカンファレンスの際に指
標となる重要なスコアである。しかし、実際の臨床現場では、主観的な痛みの訴え（質問紙のス
コア）と症状に（過小・誇張含めて）乖離が考えられる症例が多く、また看護師による予診の情
報と医師の診察時の訴えが違う症例や、紹介状の説明と訴えが一致しない症例などが多く存在
し、一度の診察では、患者が自分の痛みのについて正しく語れているか、また医療者側としては
正しい情報が聞き出せているかどうか甚だ疑問であり、何度も診察を重ねることでようやく痛
みの症状について共有できるケースもある。 
 
２．研究の目的 
本研究では、健常者・慢性疼痛患者を対象に、眼鏡型アイトラッキング装置を装着し、タブレ
ット端末を用いた質問紙への入力時の注視行動パターン（質問文章を正しく追跡できているか、
各質問に答えるまでの時間間隔）について測定する。健常者と比較し、慢性痛患者の質問回答時
の注視行動の変容について明らかにする。 
また、分析した結果を元に、各質問への回答にかかる適切な時間の指標（信頼区間）を作成し、
簡易的に疼痛関連質問紙に対する回答の信頼度の評価法を確立し、問診システム及びスマート
フォンアプリケーションへ応用することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1) アイトラッキングデータの取得と分析 
 被験者として、健常者と慢性痛患者を対象とする。被験者は、眼鏡型のアイトラッキング装置
（Tobii Pro Glasses 2、トビー・テクノロジー社）を装着し、タブレット端末上で質問紙に回
答する。質問紙は、痛みに関連する一般的な質問及び、既存の評価質問紙（痛みの強さの評価、
痛みと活動性に関する評価、心理的ストレス評価、痛みの囚われに関する評価、自己効力感評価、
健康関連 QOL の指標、不眠評価、運動機能評価の計 8質問紙）を用いる。 
被験者のアイトラッキングの分析には解析ソフトウェア（Tobii Pro Lab、トビー・テクノロ
ジー社）を用いて注視点の軌跡、注視点、注視時間を測定する。アイトラッキング装置が同時に
録画した映像を元に被験者が各質問に回答する際の質問文章・回答項目の注視時間及び回答間
隔時間を求める。健常者群、患者群の群内での年齢に関する比較と、群間の回答時間、質問間の
注視時間について統計分析を行う。 
  
(2) 質問紙回答への信頼区間の算出 
 アイトラッキングの注視行動から適切に質問文章を追跡できていたと考えられる健常者群と
慢性痛患者群のデータを元に、年齢層毎に信頼区間を算出する。慢性痛患者の本研究への参加者
については、研究に関する同意を得て行うことから通常の状態・環境ではないことが予想される。
そのため、健常者と慢性痛患者間で有意な差が生じない場合が考えられる。その場合は、健常者
と慢性痛患者のデータを合わせたもので信頼区間を推定する。 
また、同じ質問項目を複数回用いて、被験者へ回答を行うことで、同じ質問への回答の誤差を
算出し、回答誤差が生じる症例について検証する。 
  
(3) 質問紙プログラムの改変 
 問診システムに、質問紙毎に信頼度が算出できるようにプログラムの改変を行う。実際の診療
現場で利用し、システム全体のブラッシュアップと精度を高める。 
 
４．研究成果 
(1) アイトラッキングデータを用いた信頼区間の算出 
アイトラッキングデータを用いて、注視行動から適切に質問文章・回答項目を追跡できていた
被験者を選別した。選別した被験者のデータを元に、各質問への回答に要していた時間を抽出し、
各質問項目への適切な回答時間の指標（信頼区間）を算出し、簡易的に疼痛関連質問紙に対する
回答の信頼度を評価する手法を確立した。また、タブレット端末による問診システムを、回答時
間のログを取得できるように改変し、質問紙への回答結果と共に、回答への信頼性を表示できる



ように応用した。 
  
 (2) 質問紙回答の信頼性に関する調査 
慢性疼痛患者を対象に、同様の質問への回答機会を複数回設けて、回答した選択肢項目の一致率
について調査した。また、回答の差異と患者背景について検証し、回答への信頼性が落ちる患者
の特徴について明らかにした。 
また、愛知医科大学病院痛みセンターでは、慢性疼痛患者に対して 3ヵ月毎に質問紙の再評価
を行っている。今後、再評価が行えた患者を対象に、信頼度の変化と、質問紙スコアの変化につ
いて統計分析を行い、初診時の信頼度と、その後の治療介入効果やドロップアウトとの比較を行
うことで、慢性疼痛治療に対して有効とされている治療法（認知行動療法、運動療法など）のス
ムーズな導入や、効率的な診察に繋がる評価指標・問診システムとなる可能性がある。 
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